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広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号２

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方

販
売
会
社
に
通
知
す
る
と
き
の
例
（
は
が
き
の
場
合
）

①
は
が
き
に
書
い
て
、
両
面
を
コ
ピ
ー

し
、
控
え
と
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

②
は
が
き
は
「
配
達
記
録
」
か
「
簡
易
書

留
」
郵
便
で
送
り
ま
す
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
あ
る
と
き
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
同
様
の
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

 「
私
は
大
丈
夫
。」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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最
近
、
高
齢
者
や
若
年
者
を
狙
っ
た
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

若
年
者
は
知
識
･
経
験
不
足
に
よ
り
、

高
齢
者
は
老
後
の
不
安
を
あ
お
ら
れ
た

り
、
体
力
･
気
力
低
下
に
つ
け
こ
ま
れ
て

被
害
に
遭
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
狙
わ
れ

や
す
く
、
一
度
契
約
す
る
と
、
他
の
業
者

か
ら
も
勧
誘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
家
族
や
近
所
の
方
は
、
日
ご
ろ

か
ら
様
子
を
気
に
掛
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

悪
質
商
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な
手
口
が
あ

り
ま
す
が
、
業
者
の
口
車
に
乗
っ
て
不
要

な
契
約
は
し
な
い
こ
と
で
す
。「
必
要
あ

り
ま
せ
ん
！
」「
い
り
ま
せ
ん
！
」
と
き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
架
空
請
求
は
数
年
前
が
ピ
ー
ク

で
し
た
が
、
手
口
が
「
は
が
き
」
か
ら 「
封

書
」
に
変
わ
り
、
最
近
で
は
配
達
記
録
郵

便
で
督
促
状
が
届
く
事
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
請
求
が
架
空
か
ど
う
か
分
か

り
に
く
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
架
空
請
求
メ
ー
ル
が

届
い
た
と
い
う
手
口
も
あ
り
ま
す
。
身
に

覚
え
が
な
い
場
合
は
絶
対
に
連
絡
を
取
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

不
審
だ
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
の
は
文
字

通
り
「
頭
を
冷
や
し
て
よ
く
考
え
る
」
と

い
う
意
味
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

は
消
費
者
の
力
強
い
味
方
で
す
。

　

取
引
の
種
類
に
よ
っ
て
で
き
る
場
合
と

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定
期

間
内
で
用
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
無
条

件
で
契
約
が
解
除
で
き
ま
す
。

　

支
払
っ
た
代
金
は
全
額
返
金
さ
れ
、
違

約
金
等
も
請
求
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

商
品
等
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
、
送

料
は
販
売
会
社
の
負
担
で
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
す
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
場
合

①
総
額
が
３��
０
０
０
円
未
満
で
代
金
払

い
済
み
の
場
合

②
消
耗
品
の
容
器
を
開
け
て
し
ま
っ
た
場

合
（
化
粧
品
・
健
康
食
品
な
ど
の
密
封

容
器
を
開
け
て
し
ま
っ
た
商
品
に
つ
い

て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
外

に
な
り
ま
す
。）

③
購
入
商
品
が
自
動
車
の
場
合

④
通
信
販
売
で
購
入
し
た
場
合

効
果
１

効
果
２

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る

た
め
書
面
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号３

　

こ
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
、
海
外

商
品
先
物
取
引
、
商
品
フ
ァ
ン
ド
契
約
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
契
約
な
ど
に
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

 「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
制
度
で
す
べ
て
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約

は
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
！

　

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
日
々
変

化
し
て
ト
ラ
ブ
ル
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
い
つ
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
か
分
か
ら
な

い
う
え
、
新
し
い
手
口
は
予
想
も
で
き
ま

せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
、
あ
き
ら

め
な
い
で
早
め
に
相
談
し
た
ほ
う
が
良
い

解
決
が
で
き
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
契

約
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
０
２
９－

２
２
４－

６
４
４
５

 【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
･
日
･
祝
日
･
年
末
年
始
は
お
休
み

常
陸
大
宮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

�
　

－

２
１
８
５
（
直
通
）

５２

 【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

月
〜
金
曜
日

※
土
･
日
･
祝
日
･
年
末
年
始
は
お
休
み

※
月
・
水
・
金
は
専
任
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
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期 間適 用 対 象取 引 内 容

８日間店舗外での指定商品・権利・役務の契約訪問販売

８日間
業務からの電話による指定商品・権利・
役務の契約

電話勧誘販売

20日間
マルチ商法による取引。店舗契約を含
む。指定商品制なし。

連鎖販売取引

８日間
エステ・語学教室・学習塾・家庭教師・パソコン教室・
結婚相手紹介サービスの継続的契約。店舗契約を含む。

特定継続的役務提供

20日間
内職商法による取引。店舗契約を含む。
指定商品制なし。

業務提供誘引販売取引

８日間店舗外での契約期間１年間を越える契約生命・損害保険契約

●クーリング・オフができる主な取引

�������	
�����

　常陸大宮市消費者リーダー連絡会では、会員を募集しています。市内での啓発活動や消費者大会参加、研
修会など、消費生活についての活動を行っています。
 【申し込み・問い合わせ先】　斉藤豊美会長宅　�５２－２２７２　または本庁商工観光課　�５２－１１１１（内線２７３）

★安心・安全な住みよいまちづくりのため、会員を募集しています!!

消費者リーダーの活動について
常陸大宮市消費者リーダー連絡会　　会長　斉藤　豊美さん

　昭和55年、大宮町消費者リーダー連絡協議会が設立されました。歴代会長を中心に役員･会員の皆様に
支えられ、また関係機関の方々のお力添えをいただきながら活動してまいりました。
　現在、力を入れているのは、被害未然防止のための悪質商法追放の啓発活動です。最近では平成19年１
月末に、ジャスコ常陸大宮店の正面入口前広場で、雪も降りそうな寒風の中を、手をかじませながら悪質
商法被害防止のリーフレットやパンフレットなどを配布し、被害防止を呼びかけました。
　啓発活動を始めたばかりの頃は、なかなか受け取っていただけないことが多かったのですが、のぼりを
立て帽子と腕章を身に付け配布するようにしたところ、最近では「次回はいつですか？」と声をかけてい
ただくようになり、続けてよかったと感じています。
　これからも会員の皆様と共に小さな輪から大きな輪となって、消費生活に関する意識が地域社会に広が
ることを願い、会員と共に頑張って活動して行こうと思います。

　消費者としての正しい知識と様々な情報を把握し、安心・安全な住みよいまちづくりのために、啓発活
動に取り組んでいます。

※
期
間
の
起
算
日
は
「
法
定
の
契
約
書
面
が
交
付

さ
れ
た
日
」
ま
た
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

告
知
の
日
」
の
い
ず
れ
も
当
日
を
算
入
す
る
。

た
だ
し
海
外
先
物
取
引
は
不
算
入
。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号４

　

４
月　

日
（
日
）
は
、
常
陸
大
宮
市
長

１３

選
挙
及
び
常
陸
大
宮
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
日
で
す
。
当
日
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
市
内　

か
所
の
投

７４

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日

　

４
月　

日（
日
）

１３

投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

投
票
場
所

　

市
内　

投
票
所

７４

 

　

常
陸
大
宮
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
次
の
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
平
成　

年
１
月
５
日
ま
で
に
常
陸
大

２０

宮
市
に
転
入
届
け
を
さ
れ
た
方

・
平
成　

年
４
月
５
日
現
在
、引
き
続
き

２０

常
陸
大
宮
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

・
昭
和　

年
４
月　

日
以
前
に
生
ま
れ

６３

１４

た
方

＊
次
の
方
は
投
票
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
公
職
選
挙
法
第　

条
に
該
当
す
る
方

１１

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
一
定
の
事

由
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
そ
の
事
由
に

該
当
す
る
旨
の
宣
誓
書
を
提
出
し
て
、
事

前
に
最
寄
り
の
期
日
前
投
票
所
に
お
い
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　

間

　

４
月
７
日（
月
）〜　

日（
土
）

１２

時　

間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

場　

所

　

常
陸
大
宮
市
役
所
・
山
方
総
合
支
所

　

美
和
総
合
支
所
・
緒
川
総
合
支
所

　

御
前
山
総
合
支
所

　

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を

載
せ
た
選
挙
公
報
を
、
投
票
日
の
２
日
前

（
４
月　

日
）ま
で
に
新
聞
折
り
込
み
で
お

１１

届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
及
び
各
総
合
支
所
窓
口

に
も
配
置
し
ま
す
。

　

４
月
６
日
頃
ま
で
に
、
郵
送
に
よ
り
投

票
所
入
場
券
を
お
届
け
し
ま
す
。
投
票
所

入
場
券
は
、
世
帯
ご
と
に
封
筒
で
届
き
ま

す
。
一
つ
の
封
筒
に
記
載
で
き
る
の
は
６

人
ま
で
で
す
の
で
、７
人
以
上
の
世
帯
は
、

複
数
の
封
筒
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
ら
、
記
載
内

容
を
確
認
の
う
え
、
投
票
所
へ
行
く
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
個
人
ご
と
に
切
り
離
し

て
、忘
れ
ず
に
本
人
が
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
、
投
票

日
に
投
票
所
の
係
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
で
再
発
行
い
た
し
ま
す
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号５
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期　

間　
　

４
月
７
日（
月
）〜　

日（
土
）

１２

　

次
の
よ
う
な
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施
設
等
で
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
や
施
設
長
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

長
期
出
張
や
長
期
滞
在
等
で
投
票
日
当

日
や
期
日
前
投
票
期
間
内
に
投
票
で
き
な

い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
常
陸
大

宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま

た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

自
宅
等
で
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
投
票
に
は

「
郵
便
投
票
証
明
書
」が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
常
陸
大
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
は
、
投
票
日

の
４
日
前
（
４
月
９
日
）
ま
で
に
、
本
人

か
ら
常
陸
大
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

要 介 護
状態区分

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

障害の程度

障　害　名戦

傷

病

者

手

帳

障害の程度

障　　害　　名身
体
障
害
者
手
帳

第
３
項
症

第
２
項
症

第
１
項
症

特
別
項
症

３　

級

２　

級

１　

級

要介護５

○○○
両下肢・体幹
の障害

○○
両下肢・体幹・移動機
能障害

○○○○

心臓・じん臓・
呼吸器・ぼう
こう・直腸・
小腸の障害

○―○
心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸
の障害

○○○免疫の障害

郵便等による不在者投票ができる方の区分表（○印の方が該当者）�
問
い
合
わ
せ
先
�
�
�

 　

常
陸
大
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会

 　

�　

―
１
１
１
１　

内
線
３
１
３

５２

�������	
��

　地方自治法の一部改正により新たに設けられた制度で、「公の施設」の管理運営を、市の出資法
人や公共的団体等に限らず、民間事業者やその他の団体が行うことができる制度です。施設の管理
運営を任せる事業者等のことを「指定管理者」とし、議会の議決を経て市が指定します。
　公の施設の管理運営を民間事業者等が行い、その特性や能力を活用することで市民サービスの向
上と行政コストの縮減等を図ることを目指しています。
���������	
���������������������	�������	�
���
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�����
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�����������
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������

所管部署問い合わせ先指 定 期 間指定管理者名所　在　地施　設　名

市民部環境課
�５２－１１１１
内線２３７

おおみや広域聖苑
�５４－０２０２

５年
（４．１～Ｈ２５．３．３１）

（有）茨城みど
りサービス東野５４５おおみや広域聖苑

御前山総合支所
経済課
�５５－２１１４

御前山青少年旅行村
�５５－２２２２

５年
（４．１～Ｈ２５．３．３１）

（有）ヨシカワ
クリエイト

下伊勢畑２３７０御前山青少年旅行村

秋田４２８番地の２三王山自然公園
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福
祉
事
務
所 

　総　 務　 部　

　市　 民　 部　

　保健福祉部　

　経　 済　 部　

　建　 設　 部　

　上下水道部　

　山方総合支所　

市市

長長

副副

市市

長長

�������

　総　務　課　

　企　画　課　

　財　政　課　

　情報政策課　

　市　民　課　

　税　務　課　

　収　納　課　

　環　境　課　

　福　祉　課　

　介護高齢課　

　医療保険課　

　健康推進課　

　農　林　課　

　商工観光課　

　都市整備課　

　建　設　課　

　水　道　課　

　下 水 道 課　

　市　民　課　

　福祉健康課　

　経済建設課　

　市民相談室　



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号７

�

　経済建設課　　

各
総
合
支
所
の
経
済
課

と
建
設
課
を
統
合
し
「
経

済
建
設
課
」
と
し
ま
す
。

（
業
務
内
容
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。）

　美和総合支所　

　緒川総合支所　

　御前山総合支所　

　議会事務局　

　教育委員会事務局　

　監査委員事務局　

　農業委員会事務局　

　収　入　役　

　消　防　長　

　議　　　会　

　教育委員会　

　教　　育　　長　

　監 査 委 員　

　農業委員会　
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消
防
本
部　

　市民相談室　　

各
総
合
支
所
に
「
市
民

相
談
室
」
を
新
設
し
、
市

に
対
す
る
意
見
、
要
望
等

に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
業

務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　市　民　課　

　福祉健康課　

　経済建設課　

　市民相談室　

　市　民　課　

　福祉健康課　

　経済建設課　

　市民相談室　

　市　民　課　

　福祉健康課　

　経済建設課　

　市民相談室　

　会　計　課　

　総　務　課　

　警　防　課　

　予　防　課　

　東 消 防 署　

　西 消 防 署　

　学校教育課　

　生涯学習課　

　山方事務所　

　美和事務所　

　緒川事務所　

　御前山事務所　

　学校適正配置推進室　
　教育委員会学校
教育課に学校適正
配置推進室を新設
し、市内小・中学
校等の義務教育施
設の適正な配置と
施設整備を計画的
に進めます。

＝



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号８

　

常
陸
大
宮
市
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち　

％
は
、
資
源
ご
み
と
し

20

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
可
燃
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
て
い
る
ご
み
の
う
ち
の
４
割
は
紙
類
と
い
わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
余
地
は
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
全
地
域
で
新
聞
紙
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
雑
誌
類
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
種
類
別
に
分
別
し
、
十
字
に
し
ば
っ

て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
回
収

品
目
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
紙
パ
ッ
ク

内
側
が
白
い
物
に
限
り
ま
す
。
ア
ル
ミ

加
工
さ
れ
て
い
る
物
は
可
燃
ご
み
へ
お

願
い
し
ま
す
。

◆
雑
誌
類
と
し
て
収
集
し
て
い
る
そ
の
他

の
紙
類

紙
製
容
器
・
包
装
紙
・
紙
袋
・
紙
製
カ

レ
ン
ダ
ー
・
空
封
筒
・
コ
ピ
ー
用
紙
・

Ｏ
Ａ
用
紙
・
ボ
ー
ル
紙
・
書
籍
等

 〈
注　

意
〉

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
金
属
は
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

・
窓
付
き
封
筒
は
セ
ロ
ハ
ン
を
は
が
し
て

く
だ
さ
い
。

・
カ
ー
ボ
ン
・
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
は
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
宮
・
山
方
・
美
和
・
緒
川
地
域

御
前
山
地
域

　

現
行
の
と
お
り
年
４
回
資
源
ご
み
の
回

収
を
行
い
ま
す
。

◆
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
紙
類

雑
誌
・
新
聞
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

　

混
ぜ
て
し
ま
え
ば
た
だ
の
ご
み
で
す

が
、
分
別
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
新
た

に
資
源
と
な
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め

に
、
分
別
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ハセガワ薬局ハセガワ薬局

薬剤師：野口和郎
　常陸大宮市山方1185-3
　Tel 0295(57)2152　　Fax 0295(54)4848
　http://www6.ocn.ne.jp/̃itudemo/

処方せん受付
漢　方

　あなた様にあったお薬
を調剤いたします。

化　粧　品
フェイシャルエステ など
　あなた様のキレイを応
援します。

�
　

問
い
合
わ
せ
先　�

本
庁
環
境
課

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
２
３
８

５２

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
９－

２
９
６－

１
７
４
４

（
大
宮
・
山
方
・
美
和
・
緒
川
地
域
）

城
北
地
方
環
境
セ
ン
タ
ー

�
０
２
９－
２
８
８－

５
５
２
５

（
御
前
山
地
域
）

�
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
�������������
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※御前山地域は可燃ごみとして出してください。

内側が白い物に限ります。

大宮地域の皆さんへ大宮地域の皆さんへ
　大宮地域では、資源ごみを市の委託業者により収集

してきましたが、４月から大宮地方環境整備組合環境

センターが収集を行い、２週に１回の収集になります。

　なお、衣類は可燃ごみとしての

取り扱いになりますので可燃ごみ

袋に入れて出してください。

　また、紙類は、カン・ビン類集

積所へ出してください。



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号９
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　火災が発生したとき、目で煙や炎をみたり、鼻で焦げ臭いにおいを感じたり、耳で「パ
チパチ」という音を感じたり・・・と五感によって気づくことがほとんどだと思います。
　しかし、それだけでは就寝中や仕切られた部屋で物事に集中しているときなどには、
火災に気づくのが遅れてしまいます。そこで、家庭内での火災発生をいち早くキャッチ
し、警報ブザーや音声によって知らせる装置が住宅用火災警報器です。逃げ遅れを防ぐ
ことを目的として平成１６年に消防法が改正され、市においては新築の住宅は平成１８年６
月１日から適用され、既存の住宅は６月１日から設置が義務づけられます。

　住宅火災は、就寝時間と夕食の準備時間に発生する割合が多いのが特徴です。特に就寝中だと火災の発生に気
づきにくく、逃げ遅れてしまう可能性が高くなります。また、一般の住宅の天井はあまり高くないため、火災が起きると数
分程度で炎が天井まで達してしまい、消火器で消し止めたり、避難したりすることが難しくなります。
　平成１８年に発生した住宅火災１００件あたりの死者発生率は、住宅用火災警報器が設置されていない住宅火災で
は７．７人で、住宅用火災警報器が設置されている住宅火災では２．４人となっており住宅
用火災警報器が設置されることによりおよそ３分の１に減少していることが分かります。
　また、アメリカでは１９７０年代後半、火災によって約６，０００人の死者が発生してい
ましたが、住宅火災警報器の設置が義務化され、その普及率が９０％を超えた２００２
年には、死者数が３，０００人とほぼ半減しました。イギリスにおいても同様の結果が
みられており、住宅用火災警報器が住宅火災による犠牲者を減らす有効な役割を
果たしていることが分かります。
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　住宅用火災警報器は、住宅火災の現状や住宅用火災警報器の設置効果などから普段就寝に使う部屋（寝室）
に設置することになっています。就寝に使用される子供部屋も含まれます。就寝に使用する部屋が２階以上
にある場合には、その階の階段にも設置しなければなりません。
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　火災の煙は上に昇って天井に広がります。壁際には
空気がたまって煙は届きません。煙が床面に下りてくる
までには、時間がかかります。このような煙の性質を理
解し、正しい位置に住宅用火災警報器を設置すること
が大切です。
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　住宅用火災警報器などの設置が義務化されるこ
とを契機に、訪問販売による不適正な販売が増加
しています。消防職員、市職員などを装い「法律
で決まったから設置しないといけない」などと、
個人宅を訪問し法外な値段で住宅用火災警報器を
設置するといった手口が多いようです。
　消防署や自治体の職員が個人宅を訪問し、住宅
用火災警報器や消火器の斡旋や販売を行うことは
ありません。また、特定の業者に販売を委託する
こともありません。
　なお、訪問販売によって購入した場合は、クー
リング・オフ制度の対象となり、契約日を含む８
日間以内は契約の解除ができます。

資料提供：消防庁



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号１０

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

�������	
��������������
������������� !"#�$%
%&'

�������������	�������	
��

　

特
定
健
診
で
は
、
予
防
が
必
要
な
対
象

者
・
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
・
予
備
群
を
見
つ

け
、
そ
れ
ら
の
改
善
・
予
防
に
向
け
て
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
に

も
内
臓
脂
肪
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

更
に
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

（
図
参
照
）
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腹
囲
（
お
へ
そ
の
周
り
）
が
、
男
性
で

　

�
以
上
、
女
性
で　

�
以
上
の
人
で
、

８５

９０

加
え
て
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
の

う
ち
２
つ
以
上
に
該
当
す
る
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
保
健
指
導
と
異
な
る
点

は
、
よ
り
効
果
的
な
保
健
指
導
を
実
施
す

る
た
め
、「
情
報
提
供
」「
動
機
づ
け
支

援
」「
積
極
的
支
援
」
の
３
段
階
に
階
層
化

さ
れ
、
段
階
に
応
じ
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
が
支
援
を
行
っ
て
い
く
点
で
す
。
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������������������������������������������������������������������������������������������������������

身　長　　　　　　�

体　重　　　　　　�

腹　囲　　　　　　�

ＢＭＩ　　　　　　　

ＢＭＩ：体重（�）÷身長（�）÷身長（�）

Ａ・Ｂのいずれかに該当すれば１点を記入

③血圧
A　収縮期血圧
　　：１３０� Hg以上
B　拡張期血圧
　　：８５� Hg以上

②脂質
Ａ　中性脂肪
　　：１５０���以上
Ｂ　HDLコレステロール
　　：４０���以下

①血糖
Ａ　空腹時血糖
　　：１００���以上
Ｂ　HbA１c
　　：５．２％以上

点　点　点　

�������	�
���������

①～③に１つで

も該当している

喫煙してい
れば1点

点 

合計点

点 

 

▼
はい

いいえ

３点２点１点０点リスク判定

積極的支援積極的支援
＊６５～７４歳は動機づけ＊６５～７４歳は動機づけ
支援支援

積極的支援積極的支援
＊６５～７４歳は動機づけ＊６５～７４歳は動機づけ
支援支援

動機づけ支援情報提供
Ａ　腹囲
　　男性：８５�以上
　　女性：９０�以上

積極的支援積極的支援
＊６５～７４歳は動機づけ＊６５～７４歳は動機づけ
支援支援

動機づけ支援動機づけ支援情報提供

Ｂ　腹囲
　　男性：８５�未満
　　女性：９０�未満
かつＢＭＩ：２５以上

情報提供情報提供情報提供情報提供Ｃ　Ａ・Ｂに該当なし
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●４０歳以上の被保険者（加入者本人）の場合
　これまでどおり生活習慣病予防健診を受診す
ることをお勧めします。
●４０歳以上の被扶養者（加入者の扶養家族）の場合
　お住まいまたはその近隣の市町村に所在する
医療機関または検診車等の集団的に行う特定健
康診査を受診してください。

＜受診するには＞
・受診の申し込みは、被保険者、被扶養者分とも被
保険者が勤務する事業所を通じて行うことになり
ます。（受診券を交付してもらってください。）

・申込方法や健診費用など、詳細については、被保
険者が勤める事業所を通じてお知らせします。

��問い合わせ先��　茨城社会保険事務所保険課　�０２９－３０２－３１０５
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血糖　空腹時血糖  　　　　　　���

脂質　中性脂肪  　　　　　　���

血圧　収縮期血圧  　　　　　　　�　Hg

HbA１c ��� 　　     　　　　％

HDLコレステロール  　　　　　　���

拡張期血圧 � 　　　　　　　�　Hg

 

▼

 

▼

 

▼

 
▼



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号１２

　平成１８年６月の健康保険法等の改正に伴い、４月から新たに「後期高齢者医療制度」が始まります。これにより、７５歳

以上の方（６５歳以上の一定の障害を有する方で広域連合が認定した方を含みます。）は現在加入している国保や社保（被

扶養者を含みます。）を脱退し、後期高齢者医療制度に加入することになります。

　

４
月
１
日
か
ら
、　

歳
以
上
の
方
（　

７５

６５

歳
以
上
の
一
定
の
障
害
を
有
す
る
方
で
広

域
連
合
が
認
定
し
た
方
も
含
み
ま
す
。）を

対
象
と
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
が
３
月
中
に
一

人
ひ
と
り
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


●
４
月
１
日
の
時
点
で　

歳
（
一
定
の
障

７５

害
を
有
す
る
方
に
つ
い
て
は　

歳
）
に

６５

な
っ
て
い
る
方

　

３
月
中
に
１
人
一
枚
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
お

持
ち
の
方
へ
は
、
一
緒
に
同
封
し
て
郵
送

さ
れ
ま
す
。

●
４
月
２
日
以
降
に　

歳
の
誕
生
日
を
む

７５

か
え
る
方

　
　

歳
の
誕
生
日
の
お
よ
そ
１
か
月
前
に

７５
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
お
知
ら
せ
の
各
種
手

続
き
が
お
済
み
に
な
っ
た
あ
と
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。

 

　

老
人
保
健
制
度
か
ら
、
引
き
続
き
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
へ
障
害
認
定
の
申
請
を
撤
回

す
る
申
し
出
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
を
せ
ず
、
現

在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
、
被
用
者
保
険
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

こ
の
撤
回
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
た
後
で
も
、
い
つ
で
も
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
今
後
、
一
定
の
障
害
を
有
し
、　

歳
に

６５

達
し
た
方
及
び
新
た
に
一
定
の
障
害
の

認
定
を
受
け
た　

歳
以
上　

歳
未
満
の

６５

７５

方
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
認
定
を
受
け

る
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
毎
年
８

月
１
日
か
ら
翌
年
７
月　

日
ま
で
の
１
年

３１

間
で
す
。
自
己
負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は

３
割
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
前
年
の
所

得
に
応
じ
て
判
定
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
、
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
７
月　

日
ま
で
の
１
年
４
か

２１

３１

月
間
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
７
月　

日
ま
で
の

３１

自
己
負
担
割
合（
１
割
ま
た
は
３
割
）

は
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
の
も
の

が
引
き
継
が
れ
ま
す
が
、
８
月
１
日

か
ら
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変

更
に
な
る
方
も
い
ま
す
。
変
更
に
な

る
方
に
つ
い
て
は
、
７
月
中
に
被
保

険
者
証
の
変
更
等
の
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
。

�
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�
�
�
�
�
�
	



　

４
月
１
日
か
ら
は
、
今
回
届
い
た
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
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広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号１３

・
年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

 

（
７
月
中
旬
に
納
付
書
送
付
）

・　

歳
以
上
（　

歳
以
上　

歳
未
満

７５

６５

７５

で
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
）
で
社

会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方

 

（　

月
中
旬
に
納
付
書
送
付
）

１０

�
�
�
�
�
�
�
	



　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
に
、
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
額
は
、
年
度
ご
と
に
、
そ
の

方
の
「
所
得
に
応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く

部
分
（
所
得
割
）」
と
、「
被
保
険
者
の
方

に
等
し
く
ご
負
担
い
た
だ
く
部
分
（
被
保

険
者
均
等
割
）」
の
合
計
額
と
し
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
主
体
で
あ
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
決
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
は
、
介
護
保
険
と
同
様

に
個
人
ご
と
に
算
定
し
、
定
額
の
均
等
割

と
所
得
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る
所
得
割
の

合
計
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、保
険
料
率
は
、

県
内
一
律
と
な
り
、
医
療
費
の
動
向
等
を

踏
ま
え
て
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

�
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�
�
�
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�
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保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
の
方
々
全
員

に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
金
が

一
定
額
以
上
の
方
は
、年
金
の
支
払
期（
偶

数
月
）
ご
と
に
、
年
金
か
ら
自
動
的
に
保

険
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

被
保
険
者
の
方
が
自
ら
、
金
融
機
関
な
ど

に
出
向
い
て
納
付
書
等
で
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

�
�
�
�
�
�
�
	

　

年
金
か
ら
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
方
に

は
、
４
月
上
旬
に
、
広
域
連
合
か
ら
保
険

料
額
が
決
定
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
書
（
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
）
と
市

町
村
か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
（
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
）
が
一
つ
の
通
知
書
と
し
て
送
ら

れ
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

通
知
書
様
式
参
照
）

▲

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
通
知
書
様
式
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地
域
に
元
気
を
！

少
子
化
時
代
の
男
女
共
同
参
画

　

２
月
９
日
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
男

女
共
同
参
画
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
女
性
活
動
指
導
者
連
絡
協
議
会
と
市
の

主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
茨

城
大
学
人
文
学
部
教
授
の
渋
谷
敦
司
先
生
を
招
い
て
、

「
地
域
に
元
気
を
！
少
子
化
時
代
の
男
女
共
同
参
画
」と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲意識度チェックに答える会場の様子
　（ステージ上は推進会議委員の皆さん）

　

今
日
は
講
演
に
先
立
ち
、「
あ
な
た
は

ど
っ
ち
？
」
と
い
う
男
女
共
同
参
画
意
識

度
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
進
め
た
の
は
、
市
の
男
女
共
同

参
画
計
画
の
策
定
に
携
わ
り
、
日
ご
ろ
か

ら
男
女
共
同
参
画
意
識
の
向
上
と
参
画
社

会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
調
査
・
研
究
を
し
、

男
女
共
同
参
画
計
画
の
取
り
組
み
の
推
進

と
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

委
員
さ
ん
が
質
問
す
る
内
容
に
、
会
場

の
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
自
分
の
生
活
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
の
用

紙
を
高
々
と
掲
げ
て
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

委
員
さ
ん
の
予
想
よ
り
も
男
女
共
同
参

画
意
識
が
浸
透
し
た
答
え
も
あ
っ
た
よ
う

で
し
た
が
、
委
員
さ
ん
の
楽
し
い
コ
メ
ン

ト
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
日
本
の
現

状
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
よ
う
な
回
答

ぶ
り
で
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？

●
あ
な
た
は
ど
っ
ち
？
問
題
と
会
場
の
反
応

①
男
性
が
育
児
休
暇
を
取
る
事
に
は
違
和

感
が
あ
る　
　
�
や
や
Ｙ
Ｅ
Ｓ
が
多
い

②
地
域
の
会
合
で
積
極
的
に
発
言
す
る
女

性
は
出
し
ゃ
ば
り
だ
と
思
う

�
ほ
と
ん
ど
が
Ｎ
Ｏ

③
子
ど
も
を
叱
る
時
に「
男
な
ん
だ
か
ら
、

女
な
ん
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
し
ま
う
。

�
や
や
Ｙ
Ｅ
Ｓ
が
多
い

④
朝
の
ゴ
ミ
出
し
や
一
人
で
買
い
物
を
し

て
い
る
男
性
を
見
る
と
情
け
な
い
と
思
う

�
ほ
と
ん
ど
が
Ｎ
Ｏ

⑤
デ
ー
ト
の
費
用
は
男
性
が
持
つ
べ
き

�
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
が
半
々

　

渋
谷
先
生
は
、「
男
女
共
同
参
画
は
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
の
基
本
理
念

「
男
女
共
同
参
画
で
一
人
一
人
の
個
性
と

能
力
が
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

考
え
方
を
基
に
、
男
女
共
同
参
画
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
手
法
な
ど
に
つ

い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
の
推
進
な
の
か
？

○
出
発
点
と
し
て
の
課
題

　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
性
差
別
や
男

女
平
等
で
な
い
現
実
が
あ
る
と
い
う
認
識

�
１
９
７
９
年
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を

日
本
が
批
准

�
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」・「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
作
ら
れ
る

�
各
都
道
府
県
や
市
町
村
で
男
女
共
同
参
画

社
会
に
向
け
て
条
例
や
計
画
が
作
ら
れ
、

現
在
の
取
り
組
み
に
繋
が
る

○
出
発
点
の
課
題
に
照
ら
し
現
状
は
ど
う
か

　

課
題
に
対
応
す
る
に
は
、
今
ど
の
よ
う

な
分
野
に
ど
の
よ
う
な
差
別
が
存
在
す
る

の
か
を
把
握
す
る
事
が
重
要
ポ
イ
ン
ト

�
様
々
な
調
査
が
必
要（
常
陸
大
宮
市
で
も
、

平
成　

年
度
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
）

１７
�

市
民
の
皆
さ
ん
の
答
え
か
ら
、
様
々
な
問

題
や
課
題
が
見
え
て
く
る
。
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先
生
の
子
育
て
体
験
か
ら
…

　

先
生
ご
自
身
は
、
１
年
間
育
児
休

暇
を
取
得
し
育
児
に
専
念
さ
れ
た
経

験
を
お
持
ち
で
す
。
そ
の
体
験
か

ら
、
育
休
の
取
得
は
良
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
、
誰
か

が
一
人
で
子
ど
も
の
面
倒
を
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
。
家
族
や
地
域
の
人
に
預
け

た
り
、
地
域
の
施
設
を
利
用
す
る
な

ど
が
気
軽
に
で
き
る
状
況
、
社
会
全

体
で
子
育
て
を
す
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
家
庭

生
活
は
あ
ま
り
理
想
を
高
く
掲
げ

ず
、
夫
婦
や
家
族
が
お
互
い
の
合
意

の
元
で
合
理
的
に
協
力
し
て
い
く
事

が
一
番
上
手
く
い
く
の
で
は
？
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
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○
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
る
の
か
？

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
、
何
に
つ
い

て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
な
の
か
を
見

極
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
の
弱
点

を
見
つ
け
政
策
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。

※
日
本
の
場
合
…
リ
ー
ダ
ー
層
に
お
け
る

女
性
の
割
合
が
国
際
的
に
見
て
も
低
い

状
況
で
、
現
在
の
国
の
重
点
項
目
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
市
町
村
に

も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

「
男
女
共
同
参
画
は
ま
ち
づ
く
り
」
の
意
味

　

２
０
０
５
年　

月
、
国
の
第
２
次
男
女

１２

共
同
参
画
計
画
が
閣
議
決
定
。
新
た
な
取

り
組
み
を
必
要
と
す
る
分
野
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
（
観
光
）

が
追
加
。

　

各
地
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
あ
る
特
定
分
野
で
の
単
な
る
人
集
め

の
イ
ベ
ン
ト
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
傾
向
に

あ
る
。

◆
ま
ち
づ
く
り
は
す
べ
て
の
分
野
に
関
わ

る
問
題
で
あ
り
、
今
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
が
求
め
ら

れ
て
い
る

　

市
民
生
活
に
関
わ
る
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
問
題
を
ま
ち
づ
く
り
と
捉
え
た
上
で
、

市
の
弱
点
を
探
り
課
題
を
明
ら
か
に
し
男

性
も
女
性
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い

く
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
を
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
意
味
と
言
え
る
。

⇔

　

逆
に
、「
女
性
ら
し
さ
や
、
女
性
の
得
意

分
野
を
発
揮
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

考
え
方
は
、
女
性
の
能
力
や
個
性
を
発
揮

で
き
る
分
野
を
狭
め
て
限
定
す
る
こ
と
に

な
る
。

新
し
い
豊
か
さ
を
求
め
て

　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

「
人
口
を
増
や
す
」 や 「
就
労
の
場
を
増
や
す
」

 
と
い
う
の
は
一
面
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
高
度
経
済
成
長
期
に
使
わ

れ
た
、「
活
力
」
と
い
う
言
葉
は
、
時
代
に

そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

新
し
い
豊
か
さ
や
、
ゆ
と
り
、
自
然
と

の
調
和
な
ど
の
成
熟
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
言

葉
で
地
域
の
未
来
を
考
え
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
新
し
い
豊
か
さ
を
実
現
す
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

新
し
い
豊
か
さ
の
中
で
、
現
在
、
男
女

共
同
参
画
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
仕
事
と
家
庭
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
も
の
。

　

仕
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
仕
事
の
時
間

を
減
ら
し
て
も
家
庭
と
関
わ
り
を
持
て

る
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
ど
う
実
現
し

て
い
く
か
が
、
日
本
の
社
会
が
直
面
し
て

い
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
様
々
な
条
件
整
備
を
し
な
が

ら
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
通
じ
て
新
し

い
豊
か
さ
が
実
感
で
き
、
男
女
共
同
参
画

に
よ
っ
て
地
域
に
新
た
な
元
気
が
生
み
出

さ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
課
企
画
調
整
・
男
女
共
同
グ
ル
ー
プ

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
３
２
５

５２

�������	
�

　来場された方にアンケートを実施
しました。結果は次のとおりです。
回答者数　１４８人

（男性５９人・女性８３人・無回答６人）
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２
月　

日
、
山
方
南
小
学
校
を
会
場
に
市

２４

内
の
防
災
関
係
機
関
、
常
陸
大
宮
済
生
会
病

院
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地
域
住
民
の
参
加

に
よ
り
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
関
係
機
関
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
時
の
効
果
的
な
連
携
、
迅
速
な
活
動
を

め
ざ
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
や
地

域
住
民
な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
主
な
訓
練
の
内
容

　

茨
城
県
地
方
に 「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
」の

大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
市
内
で
も
建
物
の

倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

想
定
し
、
地
元
山
方
支
団
員
及
び
山
方
南
小

児
童
や
地
域
住
民
が
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
負
傷
患
者
を
治
療
の
優
先
順
位
で
選
別

す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
山
方
女
性
消
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

非
常
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
約
３
０
０

人
分
の
非
常
食
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
署
員
の
指
導
を
も
と
に
、
水

バ
ケ
ツ
訓
練
や
応
急
担
架
の
作
成
訓
練
、
消

火
器
の
取
扱
い
説
明
や
住
宅
警
報
機
設
置
の

説
明
を
行
い
、
参
加
し
た
児
童
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
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２
月
８
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
区
長
会
主
催
に
よ
る
講
話
会
が

茨
城
大
学
教
授
帯
刀
治
先
生
を
講
師
に
迎
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
で
行
政
と
市

民
の
か
か
わ
り
方
が
変
化
し
て
お
り
、
市
民

と
行
政
が
対
等
の
立
場
で
共
に
手
を
取
り

合
っ
て
、
地
域
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。」
と
の
お
話
に
、
参
加
者
か
ら

活
発
な
質
問
が
出
て
い
ま
し
た

　

こ
の
講
話
会
は
、
常
陸
大
宮
市
区
長
会
主

催
の
事
業
で
、
区
長
・
副
区
長
が
、
区
を
運

営
す
る
上
で
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
行
政

と
共
に
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
御
前
山
支
部
と

御
前
山
地
区
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
大
宮

警
察
署
の
協
力
の
も
と
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
な
く
し
、
高
齢
者
自
身
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
安
全
行
動
の
定
着
化
を
図
る
た

め
に
、
１
月　

日
に　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

２７

６５

ら
し
の
高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
事
故
の
大
半
は
、
自
宅
付
近
の

通
り
慣
れ
た
道
路
で
発
生
し
て
い
る
た
め
、

普
段
か
ら
道
路
を
渡
る
と
き
な
ど
安
全
確
認

に
十
分
注
意
す
る
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に

声
を
か
け
ま
し
た
。
前
回
６
月
の
訪
問
に
引

き
続
き
今
回
の

訪
問
で
、
御
前

山
地
域
内
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
１
２

７
世
帯
を
訪
問

し
ま
し
た
。
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���������������������������������������	
��

　

市
で
は
、
公
共
工
事
の
発
注
や
市
営
住
宅

の
入
居
等
に
関
し
、
市
民
生
活
を
脅
か
す
暴

力
団
等
の
関
与
を
徹
底
し
て
排
除
す
る
た

め
、
２
月　

日
、
大
宮
警
察
署
と
の
間
で
、

１９

「
建
設
工
事
等
か
ら
の
暴
力
団
等
排
除
に
関

す
る
協
定
」
及
び
「
市
営
住
宅
に
お
け
る
暴

力
団
員
の
排
除
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
協
定
は
、
市
と
大
宮
警
察
署
が
暴

力
団
に
関
す
る
情
報
交
換
等
の
分
野
で
緊
密

に
連
携
す
る
こ
と
で
、
市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
等
へ
の
入
札
参
加
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
市
営
住
宅
に
つ
い
て
も
入
居
制
限
を
行

い
、
暴
力
団
関
係
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
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　森田　方さん （泉）が、茨城
県市長会長から表彰を受けら
れました。
　森田さんは、昭和２９年４月
に大宮地区交通安全協会の役
員に就任し、５３年の永きにわ
たり献身的な努力とリーダー
としての指導力を遺憾なく発
揮し、交通安全普及啓発活動
の推進に尽力をつくされ、そ
の活動が評価され贈られたも
のです。
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皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
味
噌
汁
の
塩
分
濃

度
の
違
い
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
６
０
０
人
を
超
す
参
加
者
が

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
健
康
の
大
切
さ
を
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

����������
　

２
月　

日
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を

１７

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
那
珂
医
師
会
主

催
に
よ
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
市
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
で
は
、
御

前
山
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
で
組
織
す
る

「
劇
団
ほ
の
ぼ
の
」に
よ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
に
関
す
る
創
作
劇
の
後
、
専
門
医
に
よ

る
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
救
急
蘇
生
法
の
実
技
指
導
、

運
動
指
導
療
法
、
健
康
相
談
や
栄
養
相
談
、

歯
科
相
談
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
っ
た
緒
川
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
緒
川
支
部
の

��������������� どどどどどどどどどどどどどどんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななな人人人人人人人人人人人人人人がががががががががががががが対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象？？？？？？？？？？？？？？ どんな人が対象？ ���������������
　督促や催告にもかかわらず、市税等の納付に応じない人が対象となります。
��������������� どどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるののののののののののののののかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？ どうするのか？ ���������������
　自動車（普通自動車･軽自動車等）のタイヤに写真の様な鋼鉄製タイヤロック装置を装着
し、自動車が運行できないような措置をします。場合によっては、自動車の引き上げ、公売等も行います。
��������������� タタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤロロロロロロロロロロロロロロッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククをををををををををををををを装装装装装装装装装装装装装装着着着着着着着着着着着着着着さささささささささささささされれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたた自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車をををををををををををををを移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動、、、、、、、、、、、、、、 タイヤロックを装着された自動車を移動、隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠 隠 蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽蔽、、、、、、、、、、、、、、破破破破破破破破破破破破破破損損損損損損損損損損損損損損ししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた場場場場場場場場場場場場場場合合合合合合合合合合合合合合はははははははははははははは……………………………………   、破損した場合は… ���������������

いん ぺい

　地方税法第３３２条（滞納処分に関する罰）ほか、刑法第９６条（封印破棄の罰）、第２５２条（横領の罰）等によ
り処罰されることがあります。

　2月27日、伊勢畑小学校全校児童による

野鳥観察会が行われました。

　伊勢畑小学校は、県から愛鳥モデル校の

指定を受けており、年数回の野鳥観察会を

実施しています。

　観察会では、日本野鳥の会の先生を講師

に招き、学校周辺に生息する野鳥を観察し

ました。

　子どもたちは、双眼鏡や望遠鏡を使って

野鳥を探し、熱心に観察していました。

�������	
�������������	
������
　税負担の公平性を確保することを目的に、新たに「タイヤロック
方式」で自動車の差押えを行います。

■問い合わせ先■
本庁収納課徴収グループ　�５２－１１１１　内線　１２５・１２６・１２７
各総合支所市民課庶務グループ
山　方　�５７－２１２１　　　美　和　�５８－２１１１
緒　川　�５６－２１１１　　　御前山　�５５－２１１１

＜平成19年度滞納処分件数＞

�預金差押 145件
�不動産差押 34件
�不動産参加差押 ５件
�不動産抵当権設定 ５件
�その他の債権差押（生命保険等） ８件
�茨城租税債権管理機構へ移管中 13件

（平成20年２月末日現在）

　災害や著しく生活困難な場合など、特別な事情がある場
合には、納税の猶予等を申請することが出来ますので、納
税相談をしましょう。

納税が困難なときは…
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２
月　

日
、
山
方
宿
通
り
（
山
方
総
合

１０

支
所
前
〜
山
方
宿
駅
前
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
小
学
生
低
学
年
の
部

（
６
区
間
、
１
区
間
約
１
�
）、
小
学
生
高

学
年
の
部
、
中
学
生
の
部
（
５
区
間
、
１

区
間
約
２
�
）
に
、
山
方
地
域
の
小
中
学

生　

チ
ー
ム
１
７
４
人
が
参
加
し
、
寒
風

３３
の
中
、
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
あ
ふ

れ
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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１
月　

日
、
緒
川
地
域
体
育
協
会
主
催

２７

に
よ
り
、
緒
川
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
戦
に
は
、　
２４

チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
は　

人
が
参
加
し
、

６１

白
熱
し
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
以
下
団
体
の
部

①
緒
川
剣
道
教
室

②
里
神
館

③
大
宮
正
念
剣
道

　

山
方
剣
心
会

小
学
５
・
６
年
生
以
下
団
体
の
部

①
里
神
館

②
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

③
山
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　

緒
川
剣
道
教
室

小
学
４
年
生
以
下
個
人
の
部

①
圷　

壮
太
郎
（
緒
川
剣
道
教
室
）

②
砂
川　

大
智
（
世
喜
剣
道
）

③
矢
橋　

征
也
（
里
神
館
）

　

大
越　

博
人
（
世
喜
剣
道
）

小
学
５
・
６
年
生
以
下
個
人
の
部

①
会
沢　

稜
亮
（
山
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

②
永
田　

周
大
（
世
喜
剣
道
）

③
桐
原　

文
華
（
は
ま
い
ば
）

　

岡
崎　

冬
馬
（
小
里
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

����
�������	



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号１９

�������	
����������������������

�������	
�

��������
�������

��������

��������

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

���������	

　２月１７日、「２００７／０８　Ｖ・プレミアリーグ女子茨城大会常陸
大宮市会場日立佐和ＶＳデンソー」が西部総合公園体育館で開
催されました。
　Ｖリーグ公式戦に先立ち「ミニミニＶプレミアリーグ大会」として、
市近郊バレーボール少年団等による交流試合が行われ、会場を訪
れた観客は、地元の子供達の元気はつらつのプレーと、プロの巧
みな技術の両方を楽しみながら声援を送っていました。
≪交流試合の結果≫

Ｊドリーム　　　　ＶＳ　小瀬スポーツ少年団
　　　　　　　０　　対　　２
大宮バレーボール　　　　瓜連バレーボール
　スポーツ少年団　　ＶＳ　　スポーツ少年団
　　　　　　　２　　対　　０

������

　１月２９日、「第９回Ｗリーグ０７－０８JBL２常
陸大宮大会」が西部総合公園体育館で開催さ
れました。
　Ｗリーグ公式戦に先立ち「常陸大宮フレッ
シュカップ」として、市近郊ミニバスケット
ボール少年団等による交流試合が行われたほ
か、アトラクションでは、常陸大宮吹奏楽団
及び市内吹奏楽部による演奏が行われ、大会
を盛り上げました。
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「花　瓶」

大薗　利子

「花　瓶」

木村　道保

「蓋付き壺」

渡辺　恵子

「冠　雪」　菊池　章

「つらら」　木村　正幸「光　岩」　佐藤　登
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昭
和　

年
、
大
賀
中
学
校
と
玉
川
中
学
校

３６

の
統
廃
合
に
よ
り
大
宮
町
立
第
一
中
学
校
と

し
て
創
立
し
昭
和　

年
に
現
在
の
校
舎
が
完

３８

成
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
常
陸
大
宮
市
街
の
北
側
に
位
置

し
、
国
道
１
１
８
号
線
沿
い
と
国
道
２
９
３

号
線
沿
い
の
大
賀
、
玉
川
、
塩
田
の
３
地
区

か
ら
な
る
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る
中
学
校

で
す
。

　

現
在
、
６
学
級
１
６
６
人
の
生
徒
が
毎
日

元
気
に
学
習
に
運
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

�
���
�
��
�
�	
�
�
�




・
生
徒
会
や
部
活
動
単
位
で
、「
朝
の
あ
い

さ
つ
運
動
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
い
じ
め
の
な
い
明
る
い
学
校
を
創
る
た

め
、「
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」の
実
施
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
招
い
て
、

一
人
一
人
の
生
徒
の
思
い
に
寄
り
添
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
学
年
単
位
で
、
道
徳
教
育
な
ど
心
の
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・「
夢
を
抱
き
」 � 「
友
と
伝
え
合
い
」 � 「
感
動

を
共
有
す
る
」
の 
サ
イ
ク
ル
を
、
全
教
育

活
動
に
お
い
て
実
施
し
、「
目
指
す
生
徒

の
姿
（「
力
の
あ
る
生
徒
」）
の
実
現
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

・
各
種
学
校
行
事
を
と
お
し
て
、
生
徒
主
体

の
楽
し
い
集
団
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

・ 
部
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
心
身
を
鍛

え
、
が
ん
ば
り
抜
く
豊
か
な
心
を
育
て
て

い
ま
す
。

�
���
�
��
�
�	
�
�

�



・
学
年
花
壇
を
充
実
し
て
、「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

・「
Ｇ
Ｔ
（
学
校
裁
量
の
時
間
）」
の
時
間
を

活
用
し
、「
愛
校
作
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
日
々
の
清
掃
活
動
を
大
切
に
し
、
自
分
た

ち
の
「
学
ぶ
場
」
を
清
め
て
い
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
���
�
��
�
	�
�
�

�



・
勉
強
が
わ
か
る
楽
し
い
学
校
を
目
指
し

て
、
年
間
指
導
計
画
の
改
善
に
努
め
、
熱

意
の
あ
る
、
親
切
、
丁
寧
な
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

生徒数：166人
(鷹巣2699－2　�52－0324）

��������

�����

校　　訓

▲生徒会による「朝のあいさつ運動」

▲「花いっぱい運動」の花壇作業

▲ 生徒主体の体育祭



広報　常陸大宮　　　　平成２０年３月号２１

本
滞
在
中
、
多
く
の
門
下
生
を
輩

出
す
る
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
を

基
盤
と
し
た
倫
理
観
・
道
徳
観
を

広
め
、
こ
れ
に
感
銘
を
受
け
た
学

生
が
相
次
い
で
洗
礼
を
受
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
日
本
を

去
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
と
の
別

れ
に
際
し
て
発
し
た
の
が
前
出
の

言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
十
三
年
卒
業
の
第
一
期
生

に 
渡  
瀬  
寅  
次  
郎 
と
い
う
人
物
が
い

わ
た 
せ 
と
ら 
じ 
ろ
う

ま
す
。
渡
瀬
家
は
江
戸
在
住
の
旧

幕
臣
で
し
た
が
、
大
政
奉
還
後
十

五
代
将
軍
徳
川 
慶  
喜 
に
従
い
沼
津

よ
し 
の
ぶ

に
移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治

八
年
に
一
家
で
上
京
し
、
寅
次
郎

は
東
京
英
語
学
校
を
経
て
札
幌
農
学
校
に

進
学
。
そ
こ
で
二
期
生
と
し
て
入
学
し
て

き
た
新
渡
戸
稲
造
や 
内  
村  
鑑  
三 
ら
、
日
本

う
ち 
む
ら 
か
ん 
ぞ
う

を
代
表
す
る
政
治
家
、
教
育
者
と
机
を
並

べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
新
渡
戸
稲
造

は
初
の
農
学
博
士
と
な
り
東
大
学
長
を
務

め
、
大
正
期
に
は
国
連
の
事
務
局
次
長
と

し
て
国
際
協
調
に
務
め
ま
し
た
。
内
村
鑑

三
は
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
で
日
露
戦
争
に

際
し
て
非
戦
論
を
唱
え
た
人
物
で
す
。
札

幌
農
学
校
の
初
期
の
卒
業
生
は
、
ク
ラ
ー

ク
の 
薫  
陶 
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く

く
ん 
と
う

人
格
教
育
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

彼
ら
の
そ
の
後
の
生
き
方
や
功
績
に
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
渡
瀬
は
北
海
道
の
開
拓
使
、

次
い
で
文
部
省
御
用
係
と
な
り
、
明
治
十

九
年
か
ら
三
年
間
は
水
戸
中
学
、
茨
城
師

範
学
校
の
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
札
幌
農

学
校
と
茨
城
に
は
意
外
な
接
点
が
あ
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
山
方
中
学

校
の
扁
額
と
は
関
わ
り
が
な
い
よ
う
で

す
。
そ
の
後
、
農
学
を
専
門
と
す
る
渡
瀬

は
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
に
東

京
興
農
学
園
を
赤
坂
に
設
立
、
ま
た
東
京

農
学
校
（
の
ち
の
東
京
農
大
）
の
評
議
員

や
大
日
本
農
会
の
重
職
に
就
く
な
ど
教
育

界
・
実
業
界
に
貢
献
し
ま
し
た
。
故
郷 
久 く

 
連 
（
現
沼
津
市
西
浦
）
に
興
農
学
園
を
開

づ
ら校

す
る
こ
と
を
後
輩
の
新
渡
戸
に
託
し
、

昭
和
元
年
に
渡
瀬
は
死
去
し
ま
す
。
昭
和

四
年
、
新
渡
戸
が
理
事
長
と
な
っ
て
開
校

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き 
揮  
毫 
し
た�B

き 
ご
う

oys,be
am
bitious!�

の
額
が
、
の
ち

北
大
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
同
大
学
の
所

蔵
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
久
連
の
興

農
学
園
跡
地
に
は
、
渡
瀬
夫
妻
の
レ
リ
ー

フ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

　

同
文
の
扁
額
は
山
方
中
学
校
の
多
目
的

室
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
上
）。

縦
二
九�
、
横
一
二
三�
ほ
ど
の
大
き
さ

で
、
筆
で
書
い
た
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
実

際
は
石
碑
の
拓
本
で
す
。
よ
く
見
る
と
墨

の
部
分
に
は
布
目
が
つ
い
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。
前
述
の
北
大
学
長
室
の
も
の

と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
（
写
真
下
）。
北
大

の
も
の
は
直
筆
、
し
か
も
字
体
も
微
妙
に
違

い
ま
す
。
現
在
全
国
の
新
渡
戸
氏
関
連
施

設
や
学
校
に
あ
る
額
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の

北
大
学
長
室
の
書
の
複
写
の
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
山
方
中
学
校
の
拓
本
は
？
残
念

な
が
ら
こ
の
拓
本
の
元
に
な
っ
た
碑
の
所

在
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
渡
戸
家
が

代
々
開
拓
事
業
を
行
っ
た
十
和
田
市
、
新

渡
戸
稲
造
が
起
こ
し
た
興
農
学
園
の
あ
る

沼
津
市
、
稲
造
の
母
校
北
海
道
大
学
等
で

も
こ
の
関
連
資
料
の
存
在
は
現
在
の
と
こ

ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。
更
に
、

こ
の
碑
が
山
方
中
学
校
に
掲
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
山
方
中
学
校
は
昭
和
四
十
一
年
に

山
方
・
諸
富
野
・
塩
田
の
三
中
学
校
が
統

合
し
て
で
き
ま
し
た
が
、
新
校
舎
が
完
成

す
る
ま
で
の
三
年
間
は
統
合
前
の
分
教
場

に
分
か
れ
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
新
渡
戸
稲
造
の
扁
額
は
統
合
直
後
の

校
舎
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
教
室

は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
の
目
に
触
れ
る
場

所
に
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
も
っ
と
後

に
中
学
校
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
な
の

か
、
そ
れ
と
も
長
い
間

人
目
に
触
れ
る
こ
と
も

な
く
ど
こ
か
に
し
ま
い

こ
ま
れ
て
い
た
の
か
。

　

ど
う
や
ら
そ
れ
は
分

教
場
時
代
に
遡
れ
そ
う

な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

 （
来
月
号
に
続
き
ま
す
）

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

�
　

－

１
４
５
０

５２

����������������	
����
に と べ いな ぞう

������

　

山
方
中
学
校
現
職
・
前
職

の
先
生
方
、
卒
業
生
、
北
海

道
大
学
、
十
和
田
市
立
新
渡

戸
記
念
館
、
沼
津
市
明
治
史

料
館
の
皆
さ
ん
に
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
方
中
学
校
に
は
新
渡
戸
稲
造
の
署
名

の
あ
る�

B
oys,be

am
bitious!�

の

扁
額
が
掛
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
こ
の
間
ま

で
五
千
円
札
の
肖
像
だ
っ
た
有
名
人
の
書

が
こ
ん
な
身
近
に
？
こ
の
扁
額
の
由
来
を

調
べ
た
経
過
を
二
回
に
分
け
て
報
告
し

ま
す
。

�
��B

o
y
s
,b
e
a
m
b
itio
u
s����
����

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に�

B
oys,

be
am
bitious!�

（
青
年
よ
、
大
志
を
い

だ
け
）
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・
ク
ラ
ー

ク
博
士
が
残
し
た
言
葉
で
す
。
ク
ラ
ー
ク

は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
明
治
政
府
か

ら
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
札
幌
農
学
校

 （
の
ち
の
北
海
道
大
学
農
学
部
）に
招
か
れ

ま
し
た
。
植
物
学
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

科
学
を
英
語
で
教
授
し
、
八
か
月
間
の
日

▲北海道大学学長室に掛る新渡戸稲造筆の扁額 （○C 北海道大学）

▲山方中学校に掛る扁額（拓本）
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晴れて気温が高い日、空気が乾燥して
風の強い日、雨上がりの翌日、気温が
高い日が２～３日続いた後が多い。
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昼前後と日没後に多い。（上空に上
がった花粉が地上に落下するため）
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　５月10日の母の日に向けて、おかあさんの似顔絵
を募集します。描いてきてくれた似顔絵は、図書情報
館内で展示し母の日までにお返しします。たくさんの
ご参加をお待ちしています。

☆募集期限　４月11日 （金）
☆申込方法　所定の用紙をカウンターで配布します。

＊一人１枚、先着100名

�美和かわせみの会のおはなし会����������
�ロゼのつどいのおはなし会������������	
�めばえの会のおはなし会�������������	
�どんどんちっちのおはなし会�����������	
�はみんぐばあどのおはなし会�����������	
��������	
������������������

�こども読書週間����������	
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10日・24日
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 「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008

再生紙を使用しています 
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常陸大宮市の人口（２月１日現在・推計常住者）

総人口４６，６８６人（男２２，７９８人、女２３，８８８人）
世帯数１６，２５３世帯

教育委員会主催によるスキー教室が、福島県会津高原だ　教育委員会主催によるスキー教室が、福島県会津高原だ
いくらスキー場で開催され、各地域でたくさんの方が参加いくらスキー場で開催され、各地域でたくさんの方が参加
しました。しました。

　たくさんの

子ども達に人

形劇を親しん

でもらおうと、

市読み聞かせ

連絡会主催に

よる人形劇が、２月３日、市文化セン

ター小ホールで開催されました。

当日は、“劇団小さいお城”の今井浩之

さんを招き、「それゆけ！ももたろう」

と「おさるのおしり」の２本を上演し

ました。

　あいにく雪が降ってしましいました

が、たくさんの親子が来場しました。

今井さんの一人とは思えない芝居と、

巧みな人形使いに見入り、会場は元気

な笑い声が響きました。

▲

緒川地域
２月23日開催
60人参加

▲大宮地域
２月16日開催
41人参加

▲

山方地域
　１月５日開催
　33人参加

▲美和地域
１月５・26日開催
延べ150人参加

▲

御前山地域
２月３日開催
37人参加




